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し
て
、
吾
人
は1

の
：外
的
に
規
範
さ
れ
た
も 

の

ど
し

て

、
獅

自

の

對

象

を

科

學

的

に

熟

考

す

る

.こ
す 

が
其
の
根
本
で
あ
る
。

:.
:「

人
間
の
共
同
存
'«

及
び
相
互
の
影
響
0

觀
察
の
す
べ 

て
の
他
の
方
法
に
於
い
て
、
吾
人
は
常
^
自
然
科
學
の 

原
則
を
使
用
し
た
。
' 
先
づ
.外

的

に

規

範

さ
れ
る
共
同
作 

用
に
關
し
て
思
索
し
て
ゆ
く
ビ
、
人
間
を
圍
_
す
る
自 

然
I

其
，の
：中
'1
:

ー
及
い
て
人
問
自
身
認
識
目
的
と

.
して

：：：

■

適
應
す
る——

に
關
す
る
科
學
ビ
共
に
、

一
の
新
し
い 

そ
れ
自
身
の
對
象V」

し
て
、『

社
會』

R

關
す
る
可
能
'
.の 

科
學

(
e
i
n
e

 

m
5
g
-
I
i
c
h
e

 _ w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
l
)

に
'1

ん
だ
。
，

「

且
又
一
般
に
、
例
へ
ば
人
間
の
他
人
に
及
ぼ
す
影
響 

の
心
ま
®

#

察
の
際
の
如
く
、
吾
人
は
人
間
を
囊
0
 

對
象
ビ
す
る
。
今
や
人
間
は
全
然
収
除
か
れ
、
答
へ
ら 

れ
るV J

 V
J

は
'最
早
人
間
で
な
く
し
て
、
人
間
の
卞
に
、
 

共
同
作
用
が
行
は
れ
る1

定
の
關
係
.で
あ
る
。
そ
こ
で 

吾
人
：に
知
ら
れ
た
る
す
ベ
て
の
歷
史
に
於
い
て
、
是
等 

の
關
係
の
構
造
は
法
律
的
規
範
R

依
つ
て
の
み
決
定
^

 

に
生
じ
、他
の
外
的
の
規
則
に
依
つ
て
生
じ
な
か
づ
た
。 

そ
こ
で
法
的
關
係
か
特
|̂
0

社
會
觀
察
の
：對
象
€
な

「
是
に
侬
つ
て
經
濟
的
現
象
は
ー
の
社
會
的
表
現
^
し 

て
存
す
る
。
試
驗
さ
れ
ぬ
意
見
は
、
恰
も
社
#
科
學
的 

現
象
を
自
然
形
成
物
で
ぁ
る
く
な
し
、
自
然
科
學
的
法 

則
以
外
に
他
の
法
則
に
は
服
さ
な
い
と
す
る
如
く
、
維

持
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
是
等
は
社
會
科
學
的
見
地 

パ
を
保
持
せ
ん

V

す
る
思
索
家
の
特
有
の
欲

蟹

に

相

反

す
 

る
も
の
で
あ
る
。 

：

.「

人
I

,

ふ
f

ぅ
、
藤
氣
機
械
の
雷
は
社
看
狀
態 

を
變
E

し
た
^
。
然
し
此
の
剑
斷
は
JH

確
で
な
い
。
蒸 

氣
機
械
グ
そ
れ
を
な
し
た
の
で
は
な
く
、

.資
本
家
の
私 

,
有
財
產
.制

度

に

於

い

て

、
並

び

に

&
由
な
る
賃
銀
契
約 

0

手
段
^

共
R

、
其
の
使
用
方
法
に
：依
つ
て
な
さ
れ
た 

の
で
あ
る
。

j

つ
の
可
能
な
る
技
術
は
社
會
的
に
は
嚷 

與
し
な
い
0

却
つ
て
外
的
に
規
範
さ
れ
た
共
同
作
用
紀| 

於
け
る
そ
れ
の
眞
の
混
入
が
紙
食
的
に
々
る
0

そ
の
揚 

合
先̂
づ
人
類
の
斯
ぐ
規
範
さ
れ
た
關
係
に
於
い
てI 

致
せ
る
現
象
を
形
成
す
る
。
故
に
此
の
a

の
規
定
は
唯f

 

式
的
條
件
I

る
。
同
時
に
.時
間
に
於
い
て
先
行
t

 
' 

要
？
じ
なS

。

是
は
社
會
經
濟
的
現
象
の
認
識
條
件
で_ 

あ
る
。
吾
人
が
現
時
の
私
#

財
產
、：

契
約
0'

由
、
I
及
；び
. 

特
猶
：の
法
#

構

造

の

槪

除

去

す
^

と
、
有
產
者
B

い
；
：
第
十
|

 

( 

5

1

雜

錄

經
濟

#

1

」

(
B
o
s
g
e
o
s
l
e
)

と
無
產
者
师

(proletariat)
、

餘

«
#
; 

値

と

刺

潤

率

等

の

槪

念

の

痕

跡

を

も

止

め

な

い

^
,
ら

_

「

故
に
經
濟
的
現
象
は
す
で-に

自

然

に

關

し

、其
の

 ̂

I 

_
の
條
件
の
下
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、K
0
全
存
在
に 

|

於
、
い
て
法
律
的
親
定
の
認.識

條
件
の
下
に
存
す
る
。
經 

:

搞

的

現

象

は

更

に

法

律

的

_
係
に
於
け
る
ど
同
一
の
集 

合

現

象(
g
25s

s
e
r
s
c
h
e
i
n
u
n
5

k
外

な

ら
ぶ
へ
。

「

經
濟
現
象
の
發
達
ビ
經
過
に
關
し
て
、
線
合
的
及 

び
分
析
猶
分
類
に
關
し
て
云
は
る 
>
 
こ
.
ビ
は
所
1

^

4
 

國
民
經
濟
學
.の
優
れ
た
部
分
,0

說
明
と
な
ら
ぅ
。
然
し 

、此
'0

場
合
餘
り
に
間
題
外
ど
な
る
。
余
は
是
の
代
り
に 

.他

の

關

係

に

就

い

て

指

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

®
 

濟

ミ

法

律

。
四
五
f

五
.ニ
節)

「

=
1
、
社

會

生

活

の

循

環

。
若
し
，も
吾
人
が
社
#

觀
察 

に
於
い
て

『

經
濟
的』

.要

因

に

就

いて
云
ふ
な
&
ば
、
全 

然
或
ひ
は『

有
形
的
の
も
の』

奢
し
く
は
卑
し
き
も
の 

"
》 

第
十
”號

ニ
 

H



第

十

玉

卷

(

ー
瓦
ニ
六)

,:
雜
錄
經
濟
史
研
究
じ
镳
い
て 

第
十
！
號

ニ

四

に
關
.す
る
®

念
を
或
ひ
は
缺
く
こ
ビ
は
出
來
な
い
が
又
的
形
成
が
社
會
秩

,»

の
變
化
に
必
然
的
に
影
#
す
る
こ 

恐
ら
く
意
義
な
き
欲
鹽
の
滿
足
忙
關
す
る
觀
念
を
支
配
ど
は
唯
物
史
觀
0

JE

し
い
思
想
で
あ
つ
た
。
然
し
苦
し 

す
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
P

然
し
そ
れ
は
正
確
«

る
思
考
も
是
が
經
濟
を
根
本

S

じ

てv
j

り

”
其

の

上

に

法

律

的 

に
際
：し
て
明
瞭
な
る
槪
念
で
.
は
な
い
。
素
朴
な
る
又
は
上
層
構
造
を
先
づ
築
く
e

す
る
な
ら
、
す
で
に
述
べ
た 

發
達
し
た
生
活
の
爲
め
に
必
要
で
あ
名
程
度
に
依
つ
て
一
る
社
會
の
根
本
概
念
を
等
間
に
す
る
こ
S

に
於
い
て
， 

略
々
®]

定
さ
れ
る
滿
足
す
ベ
&

欲
望
ね
關
し
て
は
社
會\

正
し
い
£

は
云
へ
な
い
0
'寧
ろ
社
會
經
濟
は
一
定
の
外 

經
濟
的
a

察
に
於
.s

て
取
扱
ふ
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
產

i

的
親
則
の
倐
仲
の
下
に
全
く
斯
く
の
如
&

も
の
S

し
て 

業
組
合
遝
動
若
し
く
は
建
築
人
に
關
す
る
賃
銀
問
題
は
は
存
在
し
な
い
。
是
等
.の
倐
件
は
經
濟
の
上
代
高
め
ら 

恰
も
あ
る
穀
倉
、
若
し
ぐ
ば
あ
る
城
、
若
し
く
は
办
る
れ
そ
れ
か
ら
引
出

3

れ
る
も
の
で
な
く
、
却
つ
て
是
等 

寺
院
等
’
の
再
建
に
從
事
す
る
が
如
く
、
別
々
に
類
別
さ
が
其
の
爲
め
の
認
識

.

仲
で
あ
る
。

れ
得
な
v>

。
旦
つ
社
會
問
題
は
俳
®

、
文
學
者
、
學

漭

『

そ
れ
^
.
就
い
.て
所
謂
誤
れ
る
»

念

^

對
し
て
社
會
歴 

R
 

W

0
て
も
百
姓
、
手
工
業
者
、
商
人
S

IF
:
確
に
同
じ
，史の眞

.の
過
程
は
是
等
で
あ
る
。
即
ち一

定
の
社
會
的 

や

ぅ

に
存
し
て
居
る
：。
一
故
に
社
會
經
濟
は

1

般
に
欲
望
':|
生
活
の
具
體
的
成
就
は
上
揭
の
意
味
に
於
て
社
會
现
象 

滿
足
の
爲
め
^

な
す
久
類
の
す
ベ

て
の
典
同
作
用
を
®

を
形
成
す
る
。
是
等
か
ら
、
.此
の
社
會
の
旣
定
の
形
式 

味
す
る
。
を
の
限
り
:̂

於
い
て
そ
れ
は
一
定
し
得
る
、

の
變
化
に
際
し
，
す
べ
て
の
其
の
現
象
の
紐
織
的
條
件 

即
ち
外
的
^

規
範
さ
れ
る
行
爲
と
し
て
採
ら
れ
る
。

と
し
て
推
し
出
す
努
力
を
生
ず
る
。
是
等
の
利
斷
ヒ
決 

.
ぅ
人
類
倒
體
办
斯
-

堙̂
解
さ
れ
た
る
社
會
經
濟
の
具
體
、

定
ビ
が
磘
か
な
結
1

を
有
す
る
な
ら
：ば
、
以
前
'の
規
定

0
特
別
な
種
類
は
沒
落
し
、
而
し
て
を
れ
と
共
に
そ
れ 

自
©

か
も
、
是
等
纪
侬
つ
：て
認
識
批
判
的
紀
條
件
づ
け 

ら
れ
た
す
べ
て
の
*

濟
的
現
象
の
總
體
が
沒
落
し
、
苒 

び
新
し
い
規
定
の
卞
に
新
し
き
社
會
現
象
を
形
啤
す 

る
。 

：

「

そ
こ
で
人
類
の
社
#
生
活
の
歷
史
は
不

繼

の
.

_

を 

:

示
し
て
居
；る

。
即
其
處

k

於
い
：
て
社
會
®

象
は
社
會
秩
：
 

序
の
新
形
成
を
惹
起
す
る
。
而
し
て
是
等

は

乂
他

の

社

. 

會
現
象
を
可
能
に
-L

、
此
の
衝
動
ビ
作
用
ミ
の
.下
で
新 

た
：に
始
,

<o

故
に
.
法
律
史
の
：科
學
：的

成

就

は

法

律

の

變

:' 

化
を
a

解
す
る
に
先
行
す
る
社
會
現
象
か
ら
生
ず
る
。
，
一
 

f

J

'K
f

 
:て
社
會
的
經
驗
:0
ー.
般
の
統一

に
：顏
す
る
.
一
 

S

は
：I

致
す
る
o

そ
れ
は
.
次
ぎ
の
f

歷
史
觀
察
ぐ

し\ 

相
&

す
る
も
'の
へ
で
あ
洛
。
：
即
ち
國
民
精
神
を
經
驗
.以
外 

に
存
す
る
が
然
し
是
S
 

|

定
の
關
係
あ
る
實
莅
の
心
理
.：
 

的
全
現
象
ど
し
て
解
す
る
も
の
妃
反
對
で
あ
る
。
若
し 

}

特

種

の

質

*
的
に
特
別
の
力
を
俾
ふ
精
神
の
自

-
U
I
/ 

* 

» 

» 

.

.

.

.

0

n

I

M
i
る

が

f

i

 

(

塞

さ

雜

V
，

s

' 

j
 

. 

y
 

1
 

r
c 

^
 

^
 

^
 

®
 

4
- 

^

:

現
象
の
外
に
發
見
し
た
も
の
ど
し
て
大
人
物
の
影I

 

解
す
る
歴
史
解
釋
に
反
對
で
ぁ

「

上
述
の
思
考
に
反
し
て
社
會
生
活
の
連
動
を
、
^
 

; 

'に
f

の
®

麗
件
そ
れ
自
身
が
生
し
、
社
會
的
纖 

一
の
統一

に
於
い
て
保
持
さ
れ
る
埋
凼
か
ら
解
釋
す
ム 

ら

ば『

籁
濟
的』

^『

政
治
的』

根
抵
ご
の
間
を
踌
;|
1 

る
I

'は
最
早
重
要
で
な
い
。
何
故
な
ら
ば
是
等
の 

の
,
另
は
跋
密
な
'̂

槪
念
特
徵
パ
妒
^

^

^

^
§

^
 

依
つ
た
も
の
で
§

ぐ
、
却
？

唯
规
雙
れ
る
共 

作
用
が
裏

に

多
ぐ
■

置

摩

8

供

給

に

向
 

ら
れ
る
.か
或
a

は
共
同
作
用
の
湯
及
び
完

成

が
斯 

の
如
&

も
の
と
先
づ
關
係
す
る
事
業
汶
向
け
&

れ
る
；
 

艺
云
ふ
乙
ど
か
ら
生
じ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
.ぁ
る
n 

「

f

e

.

L:T

終
に
菩
人
の
間

題

}:
於
い
て
社
會
の
生
產
、

販
賣
、
霞

の

間

装

定

的

の

.

M
f

n

め

る

Zw t

出
來
次
い
。

一

宠
の
社
會
0
.研
究
に
.際
し
す
べ
.
て
是
|

雜

十

ー

戤
I

J

31
.



，第
十
五
：怨
.(

1

五
.ニ
.八
.

)

.

離

錄

經

濟

&
硏
宛
！

2

就
ぃ
て

第
ャ1

號

ニ

六

が
賞
徹
し
て
居
る
。
而
し
て
最
も
重
要
な
る
社
會
經
濟
於
い
て
、
こ
、
に
用
ひ
：た
嫌
語
で
云
へ
ば
、
從
來
の
狀
態

的
現
象
は
同
時
に
す
べ
て
の
，上
述
の
方
面
に
明
臼
に
す

ぐ
れ
さ
せ
る
。

「

四
、
社
龠
爭
_

。
社

脅

唯

物

主

美

の

學

說

は

菩

人

が 

述

べ

た

や

ぅ

に

、
社
會
的
事
件
に
對
す
る
一
..定
の
合
法 

性

せ

必

然

性

ビ

の

說

明

か

ら

生

ず

る

。
，.
此
の
必
然
性
の 

種
類
比
就
い
て
、
ょ
ら
廣
い
«
問
に
關
し
て
是
等
の
學 

說
は
：

『

糜
史
の
辯
證
输
的
特
質』
を
示
し
て
Jg

る
。
it
#
 

.發

展

に

於

け

る

進

步

は

反

對

に

依

つ

て

"

肌
ち
社
會
爭 

鬪

に

侬

つ

て

、
，
行

.は
れ
る
*

「

然
し
此
の
言
葉
は『

階
級
戰
H

^

K
i
a
s
s
e
n
k
a
m
p
f
e

 

 ̂

く
同

I

に
考
へ
ら
れ
な
.い
。
是
は
單
に
機
械
的
に
定
ま 

れ
5:

社
會
生
活
の
眞
の
狀
腺
：の
反
射
的
發
言
に
過
ぎ
な 

い
。

マ
ル
ク
ス
主
義
ゆ
意
味
に
^

い
て
社
會
_

闘
：は
内
：
 

的
の
反
對
で
あ
る
"

即
ち
內
的
に
社
#
組
織
が
進
行
し 

其
の
特
質
に
，於
い
て
、
ょ
6
高
い
場
所
を
作
る

の
に
^
 

_
を
必
要
ご
ず
る
の
で

あ
る
。
發
點
0.
ぁ
る
.

〗

定
點
t
e

は
其
の
反
對
に
變
す
る
。

「

此
の
興
味
あ
る
學
說
は
尙
ほ
少
し
く
說
明
す
べ
き
で 

あ
る
。

「

內
的
の
反
對
は
マ
ル
ク
ス
の
學
說
に
從
へ
ば
、
當
時 

の
生
產
力
と
流
布
せ
る
社
會
秧
序
と
の
間
に
發
生
す 

る
。
.そ
れ
は
常
に
經
濟
的
生
產
の
新
し
い
力
を

生
じ
、
 

其
0

カ

は

古

い

生

產

形

式

ヒ

ー

致

し

な

い

。
+
古
い
生
產 

旅
式
は
膨
脹
さ
れ
"

終
に
粉
碎
さ
れ
る
。
如
何
な
れ 

ば
、
是
は
吾
人
に
知
ら
れ
た
根
本
學
說
に
從
へ
ば
、
社 

會
生
活
の
物
質
に
無
條
件
に
依
存
し
て
居
る
か
ら
で
あ

'「

然
ら
ば
是
等
が
依
存
す
る
e
は

何
の

意
味
で

あ

ら

ぅ

か
？
；.

；

「

乙

、
に

作

用

と

起

源
^

の
關
係
に
就
い
て
^

へ
ら
れ 

る
こ
ビ
は
可
能
で
あ
る
。
然
し
此
の
乙
S

は
調
和
し
な 

、丨
だ
ら
ぅ
。
自
然
認
識
.：の

も

の

、
意
味
で

因

果

律

は

如

1
!I

:

何
^

る
場
备
に
冬
論
ず
ふ
こ
.:̂
が
な
い
。
.法
律
は
寒
暖 

訐
，の水
輝
の
や
ぅ
紀
全
く
芷
爾
に
：エ
_
學
の
可
能
性
を 

生
.ず
る
も
の
で
は
な
<

、

:3
1

社
會
の
實
質
を
與
へ
冬
生 

摩
に
於
い
て
生
す
る
經
濟
現
象
に
反
對
す
る
も
の
で
も 

な
ぃ
。

■

::
.
::

ず
 

S

€
に
W

す
る
思
索
に
依
る
如
き
も
の
.で
f

得
る
の
み

で
あ
る
。：故
に
唯
.物
史
«

の
考
：へ
ら
れ
：た
る
根
本
思
想

も
次
ぎ
の
や
ラ
に

：
云

ば

れ

る

。
.
：
即

ち

法

律

秩

ぼ

は

生

產

の
婆
f

對
す
る
手
段
で
あ
ぅ
、
其
の
中
に
其
の
最
後 

:
の
.目
的
を
.
,
す
る
。 

|

「

社
#
#
«.
.の
存
在
は
個
々
の
場
合
に
於
い
て
は
次
ぎ 

の
_
-こ

ミ

に

於

い

：
て

の

み

破

寒

さ

や

る

:-
0

即

ち
5

の

公

| 

共
測
體
に
於
ゐ
て
形
成
さ
：れ
た
經
濟
現
象
が
社
#

^-
ほ 

0

最
上
の
目
的
と
一
.般
に』

致
し
な
い
こ
で
で
あ
る
。

I

社
會
生
活
は
外
的
規
則
の
懿
識
條
伴
に
：依
っ
て
其 

の
特
質e

中
に
存
す
る
。「

命
し
：て
:
|
:定
の
法
律
的
秩
序
^
^'̂'
:
'
:

雜
錄
經
濟
史
研
夠
に
織
いV

の
實
行
に
.際

す

る

同

時

の

集

合

現

象

が

經

濟

現

象

で

あ

る
。
斯
く
分
離
さ
れ
た
る
#
闘
の
存
在
す
る

.

際
は
昏
等

の
外
的
の
秩
序
變
軍
の
必
然
性
.が
主
張
3

る
ベ
き
籠

一

力
此
の
こ
？
か
ら
生
ず
る
。
故
に
是
は
權
成
條
件
で
あ

.
i
 

.是
が
な
け
れ
s

n

人
は
自
己
の
紙
會
經
濟
的
考
慮

も
可
能
で
な
く
、
又
經
濟
現
象
の
槪
念
も
有
さ
な
い
ご 

&

5

0 

'

:
「

從
つ
て
如
何
な
る

種
類
の
，必
然
性
が
Y」

、
に
主
長 

さ
れ
る
だ
&

5

か
士
云
ふ
こ
e

が
此
の
特
殊
の
間
題
の 

最
後
0.
.質
問
迄
し
、て
纖
.つ
て
胥
る
。
 

' 

「

そ
れ
は
三
つ
の
可
能
性
を
现
は
す

。

ー
ふ
一)

マ
.
ル
，ク
ス
自
身
常
.に
15

當
'に
論
理
的
必
然
性
に 

就

レ

て

述V

て
居
る
：。
社
會
带
闘
は
社
會
的
有
機
體
の 

中
に
：現
れ
る

『

否
定』

S
.
N
a
g
a
t
i
o
n
e

 —

是
等
の
中
こ 

必
然
^

に
そ
れ
自
身
の
否
定
を
生
ず
る
否
定
で
あ
る
：
o 

そ
こ
で
發
展
史
の
.辯

證

論

的

特

質

は

否

定

の

否

f

し 

て

現

れる
o 

0〗
)

唯

物

史

觀0.
新
し
い.代
表
者
は
.、
其

第
十1

鱗

ニ
.七
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經
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史
研
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2

就いて
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.第十

i
 

‘

r
A'

の

術

語

學S

其

の

他

使

用S

れ
た
へ
ー
ゲ
ル

の

形

式

が 

そ
れ
に
は
明
白
に
は
何
^

も
云
は
れ
て
な
い
が
、
滿
さ
. 

れ
た
る
思
索
の
精
練
を
自
然
現
象
の
因
果
必
然
性
の
粗 

野
な
る
觀
念
妃
變
:5

た
：。(

三)

す
ベ
て
の
社
會
觀
察
に 

際
し
て
外
的
に
規
範
さ
れ
れ
る
其
同
作
用
を
入
れ
るy

 

ビ
は
恕
し
灘
§

こ
ビ
を
大
目
に
見
る
。.

寄
人
は
常
に
又 

m'
u

r

共
同
作
用』

ビ
云
ふ
を
喪
す
る
。
故
に
此
の
こ
S

.. 

は
#

用
す
る
.
こ

關

し

て

典

同

に

存

す

を

規

範

を

適
 

當
祀
.了
、解
し
、
及
び
を
れ
を
保
持
す
レ
こV

J

な
ぐ
ば
考 

へ
ら
れ
な
い
。
故
に
今
此
の
共
同
作
用
の
特
質
は
一
ー
つ
こ 

に——

技
術
的
若
し
ぐ
は
舭
會
的
^
考
べ
る
こ
ビ
が
出 

來
る
。
,.
-
而
し
て
”
こ
S

で
は
：今
欲
寒
滿
足「

に
對
す
る
共
防 

作
用
の
社
會
的
特
質
に
：關
係
す
る
。そ
こ
で
外
的
規
則
、： 

即
も
意
想
行
爲
に
關
す
る
斯
く
の
如
き
も
の
S

變
化
の
’
 

必
然
性
は
自
的
の
必
然
性
で
ぁ
:̂

。論
理
的
で
も
な
く
、

. 

U
因
果
的
で
も
矿
く
、.
終
局
の
名s

で
ぁ
る
。

.

,「
M

、
〖

社
會
的
努
.力
の
辯
明
。.
社
會
生
活
の
運
動
をi 

J

.つ
の
®

類
に
.分

か

..，
つ

へ

き

'.で
ぁ
.
'る
o

即
ち 

一
/g
^

a

俞 

の
內
R

行
は
れ
、
社
會
現
象
の
形
成
に
導
く
が
如
&
も 

，
の
气

(

ぞ
れ
か
6

«

つ
で)

直
ち
^

此

の

社

舍

#

^

の 

變
班
を
目
的
と
す
る
が
如
§

も
の
で
ぁ
る
9

又
此
の
社 

#
的
规
則
の
問
題
で
一
定
の
规
範
の
小
さ
な
個
々
の
點 

に
.關
係
せ
を
若
し
ぐ
ば
*

喪
な
且
つ
遠
：い
問
題
も
同
様 

で
あ
^

。

.

'

「

唯
物
觀
獅
0

文
獻
中
此
の
ニ
づ
の
違
つ
た
種
類
の
社 

.
會
連
動
を
.明

か

に

十

分

に.區
别
さ
れ'て
居
な
い
。
.
避

等 

は
，合

法

的̂
其

に
.充
滿
し
て
居
る
'
。
而
し
て
#
に
エ
ン 

ゲ
ル
ス
に
依
る
標
準

^

さ
れ
る
說
明
中
に
必
然
的
に
#
 

'

へ
ら
れ
る
.區
別
が
注
意
？
れ
な
い
で
居
る
。
同
綠
に
其 

の
獅
察
に
於
い
て
も
事
實
明
か
R

X

隱
さ
れ
て
居
る
。

:

そ
こ
で
彼
は
資
本
■主
*

的
生
産
方
法
の
實
行
.に
於
い
て 

.
無
產
者
圆
の
人
達
の
.
炎
數
が
聲
せ
.ら
れ
る
ビ
記
述
し
、

『

而

し

て

最

«
に

注

產

無

政

庇

主

義(produkt

o'nsanav 

&

を̂

終

局

に

な

：す

も
.
©は
.
£に
«
.產
卷

幽

で

ぁ

，：る
ご

S

K
ふ
.j

節

を

附

加

し

て

居.る
o
而

し

て

彼

は

其

の

處 

.
0

實
現
を
結
論
し
て
0

ぐ

、

『

資

本

主

義

的

生

產

方

法

は 

次
第
々
々
に
人
ロ
の
大
多
數
を
無
產
者
圈
に
變
ず
る

 ̂

共

に

、
.
崩

壤の
刑
*]
に
^
つ
て

此
の
#

化
を
成
就
す
る 

に
必
要
で
め
る
力(

M
a
c
h
t
)

を
作
る
。
無

®
者
圓
が
國 

-

.•權

を

掌

握

して
云
冷』

（

，.そ

は

明

沪

に

社

#

部
鬪
の 

合

法

的

解

釋

ど

し

て«
社

會

的

努

カ0
_
 |

の

權

類

を
' 

舰
察
し
#

る
，の.み
で
あ

る

。

「

唯
物
史
觀
が
社
會
的
^

化
に
對
す
る
努
カ
の
權
能
を； 

其
の
發
展
の
必
然
性
の
關
係
に
依
つ
て
明
確
^

な
し
#

る

ヒ

信

中

斧

の
.は
唯
物
史
觀
の

®

本

的

：

誤
！
！

で

あ

名

り 

(

知
論
經
驗
主
義
の
: ^
ぺ
の
傾
向
に
關
係
し
て
居
る
。
ン 

楚
に
依
つ
て
發
生
的
な
考
]®
€
系
統
的
な
#
慮
ど
は
令 

.く
始
め
か
ら
混
合
ざ
^

て
@

る
、
0

V

「

マ
ル

.ク
ス

はH

ジ

ブ

ト

に

於

い

て

、

'ナ
ィ

ル

河

G
濫

:

め
時
機
を
計
箨
す
る
爲
め
紀
、
必
：然
性
紀
：侬C

N

て
天
文 

,
0科
學
が
如
何
し
て
發
生
し
た
か
に
就
.い
：て
述
べ
て
居 

:

:

镇

屮

五

怨(

一
i

r)

雜

錄

，
,
, _

史
硏
究
に
嫌

る
。
そ
れ
は
：§

ぅ

だ

ら

ぅ

。
然
し
天
文
.學
の
學
說
は
其 

.
の

發

達

が

科

學

的

に

理

解

さ

れ

る

か

ら

尙

ほ

卜

£

» >
.
い 

合
法
性
で
も
な
く
又
內
容
に
於
い
て
正
し
い
の
で
も
ぶ

*%
o 

>

v

:「

唯
物
史
觀
に
就
い
て
其
©

學
徒
は
云
ふ
。
其
の
當
時 

fc

於
い
て
唯
物
史
觀
の
劍
造
は
マ
ル
ク
ス
の
如
き
て
フ 

ィ
ン
地
方
の
住
早
に
依
0

て
の
み
理
解
し
得
る
も
の
で 

あ
、る
。

即
ち
其
の
地
方
自
體
が
：獨
逸
國
を
佛
雨
西
的
：本 

質
を
以
つ
て
賞
い
ノ
て
居
て
，、

又

他

方

英

國

R

類
似
し
て 

我
代
W

4

:
產
方
法
.を

#
:
ふ
發
達
せ
る
産
業
が
す
で
に
當 

|

時
.に
存
ft

し
て
K

た
か
ら
で
ぁ
る
'̂
o

然
し
^
^
^
の 

ァ

臀
說
力
眞
理
的
ff
?

#

を
#

求
す
る
バ
理_
*
で
は
な
>
v
。

0
 

!

で
其
の
.自
^

必
然
的
發
達
が
そ
れ
を
建
^

せ
る
者
^
 

依
つ
で
现
解
さ
れ
る
ど
す
る
限
o

、
誰
が
斜
學
的
假
M
 

に
#
•
し
內
：容

的

眞
實
を
擁
«

す
る
だ
.ら
.ぅ
か
？ 

.

.遍
く
て
父
瓧
會
運
動
の
權
能
.：の
論
證
.に
關
し
て
も
そ 

.
れ
は
ff
M

て
な
ぐ
、
若
し
其
.
の
發
達
を
科
學
的
R.

靜
.說 

r

x
 

.

. 

.■'
•
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第
十
五.卷

(
一

3E
H

ニ)

雜
.

錄

.經
濟
史
硏
究r
就
い
て

.す
る
な
：ら
ば
、
を
れ
は
：其
の
內
容
の
系
統
的
考
慮
紀
關 

係

す

る
,°
丽
し
て
妣
會
的
秧
序
.の
.變
11
^

推
出
？
れ
る 

各
運
動
は
人
類
の一

定
の
欲
望
及

び
意
思W

し

て
理
解 

S
.る
べ
：き
.で
あ
る
.か
ら
、ハ
社
食
唯
物
主
義
が
茈
當
^

尨 

.ら
れ
な
' い
業
鞔
，

其
の
遝
動
の
內
容
に
W

す
る
へ
ロ

.法
#

を
®

然
マ
し
明
瞭
^
す
ぺ
き
_
-
_
.が
生
ず
る
。

：

：
：
|

「

社
#

的
目
的
決
定
に
關
す
る
卯
の
思
索
の
傾
向
は
勿I 

論
唯
物
史
觀
の
中
^

も
隱
れ
て
包
含
さ
れ
て
居
る
。
後

{ハ
 

渚
は
喺H

夫
さ
れ
て
な
い
，。，.そ
れ
の
最
初
の
文
章
の
中\

 

に
も
す
で
に
目
的
に
關
す
る
考
it

が
あ
る
。
即
ち
，

『

無 

.產
者
®!
®

S

的
ビ

膝
史
的
行
動』

に
關
す
る
論
爭
1

_ 

此
の
學
說
に
於
い
て
非
常
紀
廣
い
部
分
を
占
.め
て
居

る
。
-

-

-
の
中
で
、
'
_
人
間
が
經
濟
現
象
の
自
然
科
學
的
一

»

M

を

『

補
助

す

る

』

乙
•と
が
出
來
る
ビ
云
ふ
附
論
の 

中
で
、
：.人

間
は'『

生
產
せ
ん
が
爲
め
に
、
社
會
的
關
係「

; 

を
理
解
す
る』

ビ
述
べ：：て

居
る
。

「

然
し
_乍
ら
‘菩
人
は
：自

然

必

然

的

豸

し

て

あ

.る
も
の
を

第
十〗

號

ニ
 

|〇 

認
め
る

限
&

、
最
阜
于
涉
す
る^

V
J

は
出
來
な
い
。

ic 

陽
®

每
日
昇
る
. 

を『

聰
明
k

も』

補
肋
せ
ん
ビ
.欲
す 

る

1

派
の
說
立
は
全
く
意
*

な
き
企
て
で
あ
ら
ぅ
。
あ 

る

事

件

の

表

象

が

一

般

に

、
全

體

に

於

い

て

一

囘

的

：に 

自
然
必
然
的
に
起
る
も
の
：で
あ
るw

云
ふ
こ
ど
が
，」

 ゝ

に
誤
ら
せ
る
。
然
し
其
の
際
爾
ほ
人
間
の
意
欲
、
個
人 

に
於
け
る
！

H
I

的

(
z
u
e
c
k

 

u
n
d
N
i
e
i
)

の
爲
め
に
餘
地
が 

殘
，つ
て
®

る
。
唯
其
の
«
八
ロ
又
其
の
全
事
件
に
補
助
的 

U

協
力
す
る
此
の
後
者
の
追
求
が
特
種
の
內
容
上
の
瞪 

明

を

意

欲

，
の

そ

れ

'0

ら
の
法
則
か
ら
與
へ
ら
れ
る
。
即 

ち
人
間
はr

度
死
な
、
け
れ
ば
な
ら
な
い
S

云
ふ
こ 
>し 

は
尙
ほ
殺
害
や
自
殺
紀
疋
し
い
理
由
を
與
へ
な
い
。
而
. 

し
て
若
し
も
.
マ
.
,
ク
ス
主
義
が
祉
會
主
義
的
社
會
は 

現
在
の
後
に
形
成
^

れ
、
1社

會

主

義

者

は
% ：
逄

婆

の

役
 

目
を
演
ず
ベき

で
あ
_る

く
ビ
を
十
分
に
主
張
す
る
な
ら

ば
、
.
醫
翁
の
處
置
、
例
へ
ば
分
娩
の
際
或
ひ
は
其
の 

內

部

の

切

開.若

し

ぐ

從

：穿

孔

を

决

定

し

，た

際
0
扶
助
比
.

於
け
る
が
如
き
唯
そ
れ
忙
侬
っ
て
追
求
さ
れ
た
眞
の
目 

の
證
.明
に
侬
つ
て
正
：し
い
せ
さ
れ
得
る
の
み
で
あ 

.り
、
又
其
の

決

定

の

發

成

，
に

對

す

る

單

な

る

因

果

的

考
 

盧
は
全
然
問
題V

J

な

ら

な

い

ど云.ふ
こ
ど
を
、
尙
ほ
差 

控
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
ぅ
。

「

六
、
社
#

的
合
法
性
の
原
則
"

從
來
の
硏
究
は
人
類
. 

の
社
會
生
活
妃
關
す
る
最
高
め
眞
の
思
敗
は
ヽ
社
會
が； 

を
れ
自
S

の
目
的
ど
し
て
先
づ
形
成
す
る
外
的
規
則
に
一 

關
1>
:
、
其
の
形
式
に
_

す
る
思
索
で
あ
る
。
そ

こ

で
社
一 

會
的
合
抵
性
の
問
題
は
ft

龠
秩
ボ
の
最
高
目
的
の
問
題
一 

に
歸
せ
ら
れ
る
。
其
の
原
則
は
社
會
的
作
用
の
す
べ
て 

の
唯
考
：へ
得
る
個
別
的
目
的
^

對
し
て
安
徵
で
あ
る
、

. 

無
條
件
の
統
一
,
的
|

地
で
あ
る
だ
ら
ぅ
。
 

 ̂

「

斯
ぐ
追
及
す
べ
き
自
的
は
人
間
自
身
に
も
亦
流「

的 

經
驗
の
全
體
か
-
ら
起
る
^

云
.ふ
こ
と
は
眞
面
目
な
論
爭 

の
對
象
さ
な
ら
な
ぃ
。
然
し
此
の
10

察
は
'社
會
合
法
«

の
原
則
に
關
す
る
是
の
眞
先
k

®

か
れ
れ
問
.題
を
全
然 

-

竿

五

卷

( 
i

§

)

雜

へ
錄
..
 

' 經
濟
I

究
に
鞞

完
成
し
な
い
。
若
し
個
々
の
目
的
が
其
の
內
容
に
於
い 

•

で
客
觀
が
權
能
を
有
す
'

Y

 

S

な
ら
ば
，
此
の
項
^
の
方 

に
個
ケ
の
目
的
は
向

け

ら

れ

る

だ&

ぅ

。
恰
も
感
官
の 

多
様
な
る
知
#

が
科
學
的
經
驗
k
高

め

ら

れ

る

や

ぅ

な 

場

合

自

然

の

普

遍

的

合1
性

の

觀

念

に

依

つ

て

改 

造
さ
れ
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ど̂
ふ
に
外
な
ら
•な

いO 
. 

「

若
し
も
工
ン

ダ

ル
ス

が

『

發
見
せ
る
短
處
を
除
去
す 

る
手
段
は
頭
腦
か
ら
見
出
さ

れ

た

る
も
の
で
は
な

く

、

却
つ
て
頭
腦
に
藉
り
て
生
產
の
現
在
の
物
質
的
事
實
0 

中
に
發
見
^

れ
る
の
で
あ「

る』

と
云
ふ
な
£

尤
、
I___ 

そ
れ
は
全
ぐ
疋
し
ぐ
考
へ
ら
れ
て
な
い
。
何
故
な
ら
％ 

の

發

見

は

如

何

な

る

方

法

に

.
依

つ

て

生

じ

た

か

ど

直

ち
 

R
M.
は

れ
^

か

ら

で

あ

る
。

'

「

マ
ル
ク
'

ス
，
主

義

者

は

空

想

を

論

じ

な

い

で

、

却

つ

て 

『

必
然
的』

で
あ
る
こ
ど
を
な
す
ベ
、
き
適
當
な
時
の
爲
め

' 

^

、
經
濟
現

象

の

發

展'の
全
體
.及
_び
傾
向
を
追
求
す
る 

s

g

ふ
。
（

然
ら
ば
此
の
命
®
に
對
し
て
先
づ
反
對 

て
， 
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■
第
十
：*ft
怨

す
ベ
き
何
も
の
も
な
い
0

然
し
始
め
の
姐
索
を
終
り
，ま 

.
で
緻
け
な
い
で
、
中
途
で
止
め
た
も
の
で
あ
る
。
何
故 

な
ら
現
在
の
社
#
狀
能
妒
ラ
般 

的
ビ一

致
せ
、ん
が
爲
め
に
は
卿
が
必
要
で
あ
い
如
ど
I

f
 

ふ
こ
.VJ

を

最

後

ま

で

當

然

考

へ

な

け

れ

.ば
な
ら
な
い
か
一

ら
で
あ
る
o

_

.

.

.

.

. 

.

.

.
• 

^

.「

此
の
普
遍
的
原
則
の
.存
在
は
其
の
.啓
蒙
の
可
能
e

同 

じ
や
ぅ
に
否
認
さ
れ
.得
る
。

「

時
代
ビ
15

族
ビ
に
侬
つ
て
、

1

 

階
級
と
個
人
ビ
比
依
つ
て
本
義
に
關
す
る
見
解
が
異
な 

る
か
も
知
れ
な
い
ビ
云
ふ
こ
ど
は
上
述
の
命
題
に

、ヒ
つ 

て
も
同
じ
く
妥
當
で
あ
る
:0
'

屢
々
-適
せ
る
階
級
遒
德
は 

こ
、
.に
可
能
な
普
遍
的
眞
理
を
有
す
，る
こ
^

に
成
效
し
：1 

.‘な5

と
云
ふ
信
條
ょ
ら
以
上
の
；も
の
で
は
な
い
。
其
處 

で
は
唯
次
ぎ
の
こ
ビ
を
注
目
す
る
に
ih
ま
る
。
即
ち
吾 

人

は

實

踐

的

原

遡

の

經

驗

的

變

见

の

爲

め

に

意

欲

の

普
，： 

遍
妥

當

的合
法
性
の
槪
念
に
就
い
て
誤
ら
れ
る
だ
ら
ぅ 

が
，
之
に
反
し
て
自
然
科
學
的
學
說
0 -
多
く
の
大
な
る

.
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三 

相
違
と
廣
く
强
い
®
.ft
ビ

か
ら
芷
し
い
經
驗
認
識
の
可 

能
性
に
反
す
る
議
論
を
導
き
得
な
い
ど
云
ふ
こ
ど
で
あ

「

そ
れ
故
に
吾
人
が
it

會
の
合
法
性
に
關
す
る
問
題
を
. 

必
然
的
^

固
持
す
る
な
ら
ば
、
社
會
的
活
動
の
唯一

の 

個
.々
の
目
的
は
間
題
に
對
す
る
滿
足
な
る
答
^
し
て
示 

3

れ
な
い
。
又
唯
物
史
觀
で
第一

に
進
め
ら
れ
た
生
產 

で
も
な
い
。
を
れ
は
常
に
そ
れ
を
以
つ
て
何
か
外
の
も 

の
を
得
ん
が
爲
め
^

生
產
す
る
^

過
ぎ
な
い
。
最
後
の 

目
的
、
す
べ
て
他
の
も
の
が
必
然
的
に
歸
侬
さ
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
最
高
思
索
を
、
菩
人
は
單
な
る
生
齑
の 

要

求

の

中̂

最

皁

有

さ

な

い

。
何-&
な
ら
昔
は
尊
制
的 

奴
1

的
險
家
が
恐
ら
く
最
も
ょ
い
も
の
で
あ
り
得
た
か 

ら
.で
あ
る
。

「

故
に
人
間
社
會
に
對
す
る
合
法
性
は
各
々
の
も
の
>

正
し
い
扶
助
の
爲
め
k

形
式
的
方
法
ヒ
し
て
则
體
生
活 

に
-適
_

さ
，れ
.犋

衣

普

遍

锘

當0 :
觀

則

で

；ぁ

る

。
；

(
1

五
三
四)

.

.
雜

錄

.
經
濟
史
硏
究
I:
就
い
て

> pi 

i %
\ a 
；. |  

1 z

際
，し
，て

i
折
冷

熟
考
の

此
の

傾

■
向
S

索
？

つ
I

ぃ
て
f

。
就
中
ェ
ン
.ゲ
ル
'ス 

.が『

空
想
ょ
6

利
學
に
；

M

名
社
#

主
義
の
發
展』

の
說
明 

に
次
ぎ
の
如
5

文
■

結
論
し
て
居
る
。『

社
會
的
生
•產 

k

依
つ
て
す
ベ
て
の
；社
會
の
仲
間
に
^

存
を
a

實
な
£

: t

ベ
&
可
能
性—

6

ぎ

か
^
H

®'

き
い
0

^

滿
足
さ
れ
る
許
り
でM

く
、-
ル
そ
か
が
に
か
4

W
'
ル
め 

精
神
的
の
天
賦
の
完
か
に
.自

由

な

^
« >
か
价 

保

麗

さ

れ

る

可

能

性

が

眞

に

そ

れ

で

ぁ

る

。』

|

:
「

故
に
社
會
生
活
の
爲
め
^
亦
物
質
ど
其
の
運
動
眞
_

り
を
合
法
的
に
知
る
®:
!#

的
it

物
主
義
は
眞
實
を
逸
し 

て
居
る
0
そ
れ
は
こ
避
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
思
想
系
統 

を
其
の
學
說
を
以
つ
.て
遺
漏
な
ぐ
完
成
す
る
に
は
未
熟 

の
も

の

と

し

て

示
3

れ
る
。
今
引
用
し
た
工
ン
ゲ
ル
ス 

の
简
淨
な
語
法
を
以
つ
て
乙
、
R

現
れ
た
极
本
問
題
は 

切
力
に
極
-
^
か
つ
い
て
^

い
。
®

に
そ
れ
は
®
ほ

.

1
 

獨
り
で
紀
|―

觀
察
3

せ
、
促
が
し
て
、
最
後
に
こ
、

第
十
五
卷

(
一

璧
五〕

雜

0

經
濟
史
硏
究
に
就
ぃ
て

I
;;

ミ
1

I

i
；
i
f
\
)
1

.に
す
る
。
こ
、
に
於
い
て
酸
物
史
觀
は
常
に
出
發
點 

.あ

0
.

た
の
で
あ
ら
う
。
社
#

的
合
法
性
.の
原
則
を
#
ー
 

的
に
知
覺
せ
ん
ビ
求
む
る
者
は
.其
.の
學
說
0

途
を
社. 

的
理
想
主
義
の
系
統
'^
導
ぐ
で
あ
ら
う
。」

.

聋
は
シ
ュ
タ
ム
ラ
丨
0

法
#
は
對
す
る
意
見
^

就 

て
は
多
少
0

異
論
を
抱
く
者
で
あ
る
が
、
興
0

隹
物
山 

觀
の
批
評
に
對
し
て
は
大
體
上
述
..の
：意
見
に
賛
意
を| 

す
る
。
自
然
科
學
的
必
然
挫

、
.
.即
ち
所
謂
因
果
關
係
从 

必
然
性
を
追
及
せ

ば
明
か
紀
自
然
必
然
的
に
定
命
主|

 

に
^

む
た
ら
う
。
灸
論
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
も
^

へ
るが

.！ 

ぐ
暗
.

U

是
と
別
麵
0

必
然
餘
を
認
怂
て
居
な
く
は
：な
P 

力
、
決
し
て
そ
れ
ぽ
明
瞭
な
も
の
^

は
云
へ
衣
い
0

彼 

る
に
其
の
別
稀
0

必
然
性
、
.即
ち
目
的
論
：

g

理
■
追
步 

の
過
&:
に
狀
け
る
必
然
性
も
歷
史
の
決
定
要
因
、ヒ
し
ず 

少
公
ら
ざ
る
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

下
逄
等
の
點
ょ
り
し
て
經
濟
史
の
部
分
^
就
い
て
述
べ 

ょ
、

.0
;
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